（２）　長瀬郵便局

　長瀬郵便局は昭和２２年８月１日郵政省の認可を得て開設された。なぜ終戦直後長瀬に郵便局ができたのか、当時の関係者（秋田義治・戸崎弁二）の語った内容を記録しておく。

長瀬郵便局設置の
　昭和１４・５年ごろ椿友太郎村長の時代から、村議会のなかで長瀬地区に郵便局設置の声があった。そうし
経過
た声の背景には、郵政省が地方の特定郵便局の増局を年々充実して行きつつあり、北条など近郷に特定郵便局が新しく設置された影響があった。とくに長瀬地区には、前述のとおり明治５～１７・８年ごろまで郵便取扱所が設けられていた経緯もあり、年寄のうちには長瀬の大村意識も手伝って「橋津に郵便局があるのに長瀬に無いということは不平等である」との声が強くなった。


　昭和１７年７月、椿村長が地方事務所長に就任のあと、秋田義治が村長となってからも郵便局問題は引継がれ、秋田村長は中国郵政局に陳情や要望を重ねていた。そのうち戦局は次第に悪化し、さらに終戦という世情混乱のなかで、郵便局問題は一時立消えになっていたが、昭和２１年ごろになって再び中国郵政局に対して陳情要望が重ねられていった。

　そうした運動の成果がついに実り、昭和２１年設置される見通しがついた。秋田村長は認可後の郵便局経営を誰に依頼すべきか物色した結果、土地、建物の提供、郵便局長としての人格等を考慮して戸崎弁二に白羽の矢を立て承諾を得たものである。しかし郵便局開設に要する国の助成はほとんどなく、さらに局長に対する給料も名誉職程度の薄給で、開設前後の自己資本の投入は相当額あったということである。
長瀬郵便局の業務
　長瀬郵便局は無集配の特定郵便局で、郵便、貯金、為替、保険、年金の窓口業務を局長以下３名で取扱って
内容
いる。昭和４９年度に取扱った郵便事業はつぎのとおりとなっている。

　　書留通常　　　 　１,８６６通　　　　　　　　普通小包（速達含）　　　　６９１通

　　書留小包　　　　　　　４５通　　　　　　　　書籍小包　　　　　　　　　　　６通
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